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研究広報シリーズ〈30〉

工学の力で地域を支える

北見工業大学広報大使
レウるん誕生

2026年4月学部改組ユニット紹介
特集



変わります。
研究室も訪ねてみてやり
たいことがはっきりしたよ。
寒地のコンクリートの劣
化や補強材の研究ができ
る環境防災・インフラユ
ニットに進むことにした。

大学院に進学して自身の研究
をもっと探求したい。修了後は
高度情報系技術者として企業
で活躍したい！

ゼネコンで持続可能な
コンクリートを開発して
社会に貢献する！

卒業研究
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9つのユニット
から選択
自らのユニットを中心に
ユニット発展科目を学修

課題に関する調査・解析・実
験・考察・発表を行う卒業研
究を実施し、論理的思考や批
判的思考に基づく課題発見・
解決能力を養成する。

卒業研究

次
年

次
年
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情報エレクトロニクス分野

機械・エネルギー分野

社会基盤・環境分野

応用化学・生物分野

情報工学・宇宙理学
ユニット

分野に関わらず所属が可能

雪氷理工学
ユニット

データサイエンスユニット

マテリアル・
半導体
ユニット

生命化学・
食品科学
ユニット

マネジメント工学ユニット

機械システム
ユニット

環境防災・インフラ
ユニット

エネルギー工学
ユニット

　分野の学びを全学共通基礎教育科目として

及びハードウェア」、「デ
ニクス分野に関する基
ができます。

」、「防災・減災」、持
の対策」等を想定し、
解決能力を身につけるこ

ギー」各分野の深化・融
た「再生可能エネルギー
と半導体」等による異分
・エネルギー分野に関連
つけることができます。

新素材開発」、「デジタル
適合した一次産業支援
や食品科学」等を想定
基礎知識や幅広い応用

���������	
����������	
����

�
�
�
�
�

�������

�������	�
������
�������	�

�

����������

�������	
���
��������

�

�������

�������
�������

��

�������	
���

�����
������

��

��������

��������
��

���������

�������	
�
��

����

�����

�������	
���
�

１学科「複数分野制」に 

1年次は工学とデータサイエ
ンスの基礎を学ぶことがで
きるんだね！
数理・データサイエンス・AI
教育プログラムも全学共通
基礎科目として導入されてい
るからプログラミングやAIに
ついて勉強するのが楽しみ！

1学科制だから入学後に1年
間勉強した後、自分が学びた
い分野を選択することができ
るのが良いね！

1年間学んでみたけど、元々
興味のあったプログラミング
やAI、情報通信について学
べる情報エレクトロニクス分
野に進みたいな！

どれも興味深くて迷うけど、イ
ンフラの設計や維持管理を学
ぶことができる社会基盤・環
境分野が面白そう。

授業で学んだバーチャルリア
リティ技術についてもっと調
べてみたい。先輩にも相談し
てVRアプリケーション開発を
学べる情報工学・宇宙理学
ユニットで頑張ることにした！

ユニット発展科目選択

コア科目選択

入学

1

2
先進工学科に所属
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情北見工大を選んだ高校生の二人が、これからどんな選択をして、

どんな可能性と出会い、どんな未来を作るのか。

期待と不安が入り混じる二人の学生を

モデルに、その4年間を覗いてみよう！

自然科学と数理データサイエンスの基礎科目及び専門
分野移行のための導入科目を設けるとともに、外国語
や技術者倫理、人間力養成科目などを工学技術者の
リベラルアーツ科目群として設け、全ての専門分野に
共通する基盤科目として位置付ける。

先進工学科に所属

４つの専門分野から選択
専門分野コア科目を学修

君が歩く 年間のストーリー4
北見工大で
探す、見つける、
選択する

次
年

次
年

※設置構想中のため、内容を変更する場合があります。

情報
エレクトロニクス
分野

機械・
エネルギー分野

社会基盤・
環境分野

応用化学・
生物分野

これからの社会に求められる、ITやデータサイエンス　
充実させた1学科複数分野制へ改組します。

次のページで各ユニットを紹介します。

北見工業大学の学びは

高度情報通信社会を支える「コンピュータ」、「ソフトウェア
ジタル情報通信」、「データサイエンス」等の情報エレクトロ
礎学力や幅広い応用知識、問題解決能力を身につけること

人々の安全・安心・快適な生活を支える「社会基盤の整備
続可能な社会を実現する「自然環境の保全」、「気候変動へ
社会基盤と環境に関する基礎知識や幅広い応用知識、問題
とができます。

「設計生産システム」、「知能・生体システム」、「熱・流体エネル
合による機械システムの高度化、カーボンニュートラルの実現に向け
と電力システム」、「水素エネルギーと蓄電材料」、「省エネルギー
野の知識を統合し、複雑なエネルギー問題に対処するための機械
する基礎学力と幅広い応用知識の修得及び問題解決能力を身に

「省エネルギーに関する新素材開発」、「医療分野に貢献する
社会を支えるナノテクノロジー・材料技術の開発」、「地域に
技術やバイオ工学技術の応用」、「地域に適合した食品工学
し、物質化学・材料工学及び生命化学・食品科学に関する
知識、問題解決能力を身につけることができます。
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情報工学・宇宙理学 ユニット

データサイエンス ユニット

データの収集や解析・活用を通じて、情報通
信システムのみならず、電気・電子、機械、
土木・環境防災、バイオ・食品、化学・材料
といった基盤分野の課題解決に貢献でき、デ
ータ駆動型問題解決手法と関連する基礎スキ
ルを総合的に学びます。

ユニット説明
データサイエンス ユニット

３年次で選択する９つのユニット紹介

ユニット
紹介動画

データサイエンス 情報工学・宇宙理学 機械システム エネルギー工学 環境防災・インフラ 雪氷理工学 マテリアル・半導体 生命化学・食費科学 マネジメント工学

機械システム ユニット

機械工学の基盤をなす力学、設計・制御およ
び生産に関する専門知識に加え、計測技術や
データ解析、数値シミュレーションなどの先
端技術を理論と実践の両輪から体系的に学修
することで、複雑かつ高度な機械システムを
創造・活用できる技術者を養成します。

ユニット説明

エネルギー工学 ユニット

カーボンニュートラルの実現に向けた「再生
可能エネルギーと電力システム」「水素エネ
ルギーと蓄電材料」「省エネルギーと半導体
」等の知識を統合して、エネルギー問題に対
処するためのエネルギー工学の基礎と幅広い
応用知識を学びます。

ユニット説明

KeywordKeywordKeywordKeyword

情報と宇宙を2大テーマとして、ビッグデー
タやAI、VR、ホログラフイー、画像工学、
音声処理、水中通信、電磁波シミュレーショ
ン、宇宙物理学、銀河天文学など、分野の枠
を越えた実践的かつ先進的な工学・理学分野
を学びます。

ユニット説明
KeywordKeywordKeywordKeyword

KeywordKeywordKeywordKeyword

KeywordKeywordKeywordKeyword

KeywordKeywordKeyword

KeywordKeywordKeyword

KeywordKeywordKeyword

KeywordKeywordKeyword

KeywordKeywordKeyword

数理データと社会実装
AIとシミュレーション
自然言語処理
ロボティクス
ビッグデータ

バーチャルリアリティ
銀河天文学
音響工学
ホログラフィ
画像工学

ロボット技術
自動車・船舶・航空機
機械設計・生産加工
バイオメカニクス
エンジン

蓄電
電力システム
カーボンニュートラル
再生可能エネルギー
水素エネルギー
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KeywordKeywordKeyword

KeywordKeywordKeyword

KeywordKeywordKeyword

環境防災・インフラ ユニット

人々の安全・安心で快適な生活や持続可能な
社会を支えるインフラ整備・防災・環境保全
に関する基礎・応用知識を身に付け、社会の
未来を想像するインフラの設計・構築・維
持・管理に携わる技術者を養成します。

ユニット説明
KeywordKeywordKeywordKeyword

雪氷理工学 ユニット

寒冷雪氷圏における普遍的な物質である雪氷
やガスハイドレートを対象として、物理・化
学系分野を主体とした理学的基礎から土木・
環境防災系に密接に関わる工学的応用までを
総合的に学びます。

ユニット説明
KeywordKeywordKeywordKeyword

マテリアル・半導体 ユニット

省エネルギー、医療、デジタル社会などを支
える新材料の創製を目指し、物理や化学、生
物の基礎から、薄膜作製やナノテクノロジー
の応用まで幅広く学び、先端材料や半導体分
野で社会課題を解決する人材を養成します。

ユニット説明
KeywordKeywordKeywordKeyword

生命化学・食品科学 ユニット

オホーツク地域に特徴的な素材の利用法や、
地域産業における課題を、化学を基盤とする
バイオテクノロジーおよび食品工学を駆使し
て解決し、人間性と社会性を備えた技術者と
して活躍出来る能力を養成します。

ユニット説明
KeywordKeywordKeywordKeyword

マネジネント工学 ユニット

工学者・技術者として活躍するためには、工
学的な知識だけではなく、企画力・提案力・
組織力・経営力などのマネジメントの能力が
必要とされます。マネジメント工学ユニット
では、工学の専門学力とマネジメント力の2
つの力を身に付けます。

ユニット説明
KeywordKeywordKeywordKeyword

まちづくり
環境保護・保全
防災・減災
インフラメンテナンス
建設材料

知床永久凍土
メタンハイドレート
積雪寒冷地気象災害
雪氷リモートセンシング
氷海環境

ナノテクノロジー
グリーンケミストリー
医療材料
エレクロト二クス材料
新素材

バイオテクノロジー
植物科学
食品科学
微生物
有機化学

技術支援
地方創生
社会連携
価値創造
事業立案・企画
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2025年12月、北見工業大学広報大使“レウるん”が
誕生しました！“レウるん”は、本学広報戦略室における
広報活動の一環として、学生広報委員が中心となり考案
したオリジナルキャラクターです。シロフクロウの知的な
イメージと、白くてモフモフした感じがとてもかわいら
しく、早くも人気上昇中！北見工業大学の象徴となるよ
うな広報キャラクターとして、本学や地域の魅力をどん
どん発信していきますので、ぜひ応援してください！

　レウるんは、北見工業大学広報大使として、学生広報委
員が所属している「広報戦略室」の活動全般をサポートし
てくれる頼れる存在です。
　Instagramのアカウントを中心に、その様子を随時発信
していきますので、ぜひフォローして応援してください!! 

北見工業
大学広報

大使

おもな
活動内容

キャラクター
プロフィール

レウるん 誕生

　“レウるん”は、シロフクロウをモチーフにした本学オリジナルのキャラクターです。
　「知恵の象徴」と称されるフクロウのなかでも、北極圏に生息し、まれに北海道北東部にも飛来する
その存在は、まさに日本最北に位置する国立大学として、地域の知の拠点の役割を担う北見工業大学の
イメージとリンクします。
　“レウるん”という愛称は、アイヌ語を分解・解釈した造語です。声や音を意味する言葉「reu（レ
ウ）」と、場所や状態を意味する接尾辞「ru（ル）」、そして自然や神格を表す「-n（ン）」をつなげ
て「知恵の声が響く北見工業大学を守る神」という意味を込め、学生広報委員を中心に命名しました。

“レウるん”
の由来

ハッカ（ミント）
白い食べ物

（タマネギ・ホタテ・牛乳・
ソフトクリーム・雪？）

冬の寒さ
からっとした夏
自然が大好き
オホーツクブルー

人なつっこい
失敗をおそれない

（実験はたまに失敗するけど…）
未来を見据えている

落ち込んでる学生の肩に
ちょこんと乗って
元気づけるのが得意

好きな
もの

特徴

特技

６月13日
（開学記念日）

誕生日
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2026年1月には、“レウるん”のLINEスタンプの販売を始めました。実際に学生広報委員が普段から
使っているフレーズを中心に、24種類のスタンプを作成しました。表情豊かな“レウるん”が、本学学
生や教職員など関係者だけでなく、さまざまな方々の日常会話を楽しく盛り上げてくれると思いますの
で、ぜひダウンロードしてご活用ください！

学生広報委員の公式SNSでは、学生の日常の1コマを切り取り、「#KITこーほー」を
付けて投稿しています。レウるんの最新情報はInstagramで発信していますので、た
くさんのフォローやいいね！をお願いします。また本ページで特集してほしいことや感
想などもお待ちしておりますので、ぜひご覧ください！

LINEスタンプ販売開始!!

レウるんの最新情報も発信中 ▶ ▶ ▶
CHECK

レウるん

X Instagram

2026年1月には、“レウるん”のLINEスタンプの販売を始めました。実際に学生広報委員が普段から
使っているフレーズを中心に、24種類のスタンプを作成しました。表情豊かな“レウるん”が、本学学
生や教職員など関係者だけでなく、さまざまな方々の日常会話を楽しく盛り上げてくれると思いますの
で、ぜひダウンロードしてご活用ください！

学生広報委員の公式SNSでは、学生の日常の1コマを切り取り、「#KITこーほー」を
付けて投稿しています。レウるんの最新情報はInstagramで発信していますので、た
くさんのフォローやいいね！をお願いします。また本ページで特集してほしいことや感
想などもお待ちしておりますので、ぜひご覧ください！

レウるんの最新情報も発信中 ▶ ▶ ▶
CHECK

レウるん

X Instagram
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学生広報委員のメンバーが自由な発想で企画立案し、取材交渉、原稿作成、レイアウトなどを担当
するページ。現役の北見工大生ならではの視点で本学や周辺地域の魅力をお伝えします！

北見工大には同姓や同じ読みの先生が多く、「お互いになんて呼び合っているんだろう？」

という素朴な疑問から企画した「Same name」。第2回は、同じ情報通信系所属のW（ダブ

ル）「ハラダ」先生を取材しました。楽しい雰囲気でお話を伺い、予定時間を超えて盛り上が

りました。今回のインタビューで、お二人の名字以外の共通点は「山好き」と判明しました！

質問リスト　①お互いをなんと呼んでいる？　②座右の銘は？　③周辺のおすすめスポットは？　④好きなモノやこだわりは？　⑤趣味・特技は？

原田建治教授（写真右から2番目）は、ジュエリーバブルや幻氷（げんぴょう）といっ
た、厳冬期の限られた条件下で観測される自然光学現象のメカニズム解明を中心
に研究を行っています。これらの自然光学現象について、発生条件の解明に取り組
むとともに、発生予測や未知なる自然現象の発掘、さらには観光資源化を視野に
入れた研究を進めています。

光工学や光計測学を専門とする原田康浩准教授。積雪寒冷地の空港において、冬
季でも航空機の離着陸や運航を安全かつ円滑に行うため、空港滑走路の積雪状
態をリアルタイムで把握できるモニタリングシステムを、JAXAと共同で開発して
います。この研究は、雪や氷による光の散乱現象を利用して滑走路の状態を詳細に
計測できるのが特長で、北見の積雪寒冷地という地域特性を活かした研究として、
航空機運航の安全性向上に貢献しています。

厳冬期の屈斜路湖でしか見られない
美しい光学現象「ジュエリーバブル」
（2025.1.19 撮影：原田建治教授）

「ジュエリーバブル」
の解説はこちら

Same name

情報通信系　原田
 建治 教授

情報フォトニクス研
究室  主宰

は ら だ 　 け ん
じ

① 「ハラヤスさん」
 ②昔からずっと大

切にしている言葉
は「何とかな

る」③雌阿寒岳と
その麓にあるオン

ネトーの景色がと
てもきれい。 

④こだわりは「おも
しろい」授業や研

究をすること。大阪
出身という

こともあり、周りか
ら「おもろい」と思

われたい。⑤鉄道
旅行と登山。

研究室のメンバー
と毎年登山に行き

、山頂でゼミをして
いる。

情報通信系　原田 康浩 准教授
光工学研究室   主宰

は ら だ 　 やすひろ

①「ハラケンさん」　②人に頼られてお願いされた時に断らずに積極的
に引き受けるというのがモットー。 ③美幌峠。景色が美しく、トレイル
も整備されていておすすめ。 ④ Apple 信者です。 ⑤ 登山，トレラン，
マラソン，サイクリングなど体を動かすことと読書が趣味。最近読ん
だ「ピッケルと口紅」は両方の趣味を満たしてくれるよい本でした。

▲

原田准教授が手に持っているのは、
「サロマ湖100kmウルトラマラソン」
を完走した者だけに授与されるメダ
ル。なんと、3年連続で100kmを完
走されているそうです！

▲

▲

人気の大会で出場すること自体が難し
い「東京マラソン」の完走メダルと愛用
しているMacBook

▲

北見工業大学学生広報委員北見工業大学学生広報委員

���������	
����������	
����

�
�
�
�
�
�
�
�

学生広報委員おすすめの飲食店を紹介するシリーズ、“ごはんやさん”。今回は、

「串焼 三十五段屋 ななしぐれ」におじゃましました。北見市内の繁華街に軒を

連ねる人気の居酒屋です。大学周辺から市の中心部までは、バスで10分程度と

アクセスもよく、工大生がバイトしているお店もたくさんあるスポットです。

▲看板メニューの串焼き

▲生つくね６本 彩々盛り
     1,408円（税込)

▲広々とした店内

▲パンアイス 539円（税込)
　〆のデザートに最適！

▲
レモンサワー 555ml
825円（税込)

▲
4名用のテーブル席

　　火でじっくり焼き上げた串焼きをはじめ、こだわりのある
料理や旬の食材を取り入れたメニューが揃っていて、季節ごと
の味わいを堪能できます。カウンター席では目の前で串焼を焼
いているので、臨場感があり1人で行っても楽しめます。また、
全国各地の日本酒も1本ずつこだわって仕入れているそうで、
訪れるたびに新しいお酒との出会いが楽しめるので、日本酒通
の方には特におすすめです。今回いただいた熱々の鉄板プレー
トにのった「佐藤さん家の鉄板ギョーザ」は、これだけで満足す
るほど食べ応えがあってお腹いっぱいに！

炭

ごはんやさん

　　席数39席でカウンター以外は全て個室なので、
周りを気にせずゆっくり楽しめます。2名以上で利
用できる「日本酒の会コース」や「女子会コース」な
どの飲み放題付コースもあり、団体利用も可能です。
ちなみに、店名の由来は2階の店舗入口までの階段
と、店内の小上がりの段差を合わせると、ちょうど 
“三十五段” あるからなんだそうです！

総

　　の代わりに凍らせたレモンを使用するレモン
サワーは溶けても味が薄まらず、見た目もインパク
トがあるお店自慢の1杯！また、１リットルジョッキで
提供される名物のスーパーレモンサワーや種類
豊富なフルーツサワー、ノンアルコール類などのド
リンクメニューも充実しているので、お気に入りの
1杯を見つけてみてはいかがでしょうか。

氷

住所  北海道北見市北4条西3丁目1（銀座ビル2F）

TEL  0157-33-5356

営業時間  17:00～0:00（L.O./料理23:00・ドリンク23:30）

定休日  日曜日

HP  https://nanasigure.jp/sanjyugodanya/

店 舗 情 報

串焼 三十五段屋 ななしぐれ

（左）とり唐揚げタルタル 803円
（右）カマンベールのオーブン焼き
  1,309円（全て税込）

▲

鉄板ギョーザ
836円（税込)

▲
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　北見市常呂町の観光コンシェルジュ「ところちゃん」は、令和6年11月22日、常呂町の魅力を皆様にお伝えすること

を使命にデビューいたしました！

　お顔はカーリングストーン、背中に常呂町の特産品ホタテ貝を背負っています。また、「常呂町」の漢字は読めないこ

とが多いので、「ところ」の前掛けを付け観光情報を発信しています。

　カーリング体形ではないが、アドヴィックス常呂カーリングホールの営業が終わった夜中にこっそりと練習するほど

カーリングが大好きで、オリンピックを目指しているとか…もぐもぐタイムはホタテが定番です。

　どこかでところちゃんを見かけたら、応援してもらえると嬉しいです！

〔文・写真〕（一社）北見市観光協会 常呂支部

北見市観光協会 常呂支部の
公式キャラクター「ところちゃん」について
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